
津山郷土博物館だより｢つはく」
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し

賂

、〆

し

ソ

『

４
月
４
日
か
ら
５
月
６
日
ま
で
、
江
戸
一
目
図
解
風
の
実
物
を
公
開
し

て
い
ま
す
。
岡
山
県
指
定
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
年
間
の

江
戸
一
目
図
解
風
の

実
物
公
開

祷
錐
‐
仙
噸
洲
濡
調

〃
蝋
禦
霊
蕊

③
１
Ｍ
い
る
菱
今
回
だ
け

翌

の

腿

画

１

ノ

去
る
３
月
幻
日
、
第
１
０
４
回
の
文
化
財
め
ぐ
り
を
実
施
し

ま
し
た
。
今
回
は
、
久
米
地
域
の
中
北
下
か
ら
宮
尾
に
か
け
て

ぐ
ん
が

歩
き
ま
し
た
。
こ
の
地
域
は
古
代
の
久
米
郡
筒
跡
と
考
え
ら
れ

て
い
る
遺
跡
や
白
鳳
時
代
の
寺
院
の
跡
が
あ
る
な
ど
、
久
米
郡

の
中
心
的
な
場
所
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
暖
か
く
て
雲
一
つ
な
い
良
い
天
気
に
恵
ま
れ
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
も
、
う
ら
ら
か
な
春
の
一
日
、
ハ
イ
キ
ン
グ
を

楽
し
ま
れ
た
よ
う
で
し
た
。

第で
〆

~、
１

第で 04回文化財めぐり文化財めぐり0４回
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こ
の
た
び
当
館
で
は
、
津
山
城
に
つ
い
て
一
般
向
け

に
解
説
し
た
『
学
芸
員
が
作
っ
た
津
山
城
の
本
』
を

刊
行
し
ま
し
た
。
当
館
の
入
館
者
や
観
光
客
の
皆
さ

ん
か
ら
「
津
山
城
に
つ
い
て
解
説
し
て
あ
る
本
は
な

い
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
問
合
せ
を
、
以
前
か
ら
多
く

い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ご
要
望
に
応
え

る
べ
く
、
津
山
城
の
構
造
や
歴
史
は
も
ち
ろ
ん
、
城

の
お
も
な
見
ど
こ
ろ
や
歴
代
の
城
主
に
つ
い
て
も
紹

介
し
て
い
ま
す
。

Ａ
５
判
・
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
即
ぺ
ｌ
ジ
の
冊
子
で
、

写
真
や
図
表
を
数
多
く
掲
載
し
、
読
み
や
す
く
て
わ

か
り
や
す
い
内
容
を
心
が
け
ま
し
た
。
価
格
は
１
冊

８
０
０
円
、
当
館
お
よ
び
市
内
の
書
店
で
販
売
中
で
す
。

携
帯
し
や
す
い
サ
イ
ズ
で
す
の
で
、
こ
れ
を
持
っ
て

お
城
を
散
策
す
れ
ば
、
本
の
内
容
が
頭
に
入
り
や
す

い
で
し
ょ
う
。

５
月
９
日
に
は
、
博
物
館
の
学
芸
員
が
引
率
し
て

見
ど
こ
ろ
を
解
説
し
な
が
ら
津
山
城
を
歩
く
企
画

を
開
催
し
、
｜
般
市
民
に
広
く
参
加
者
を
募
り
ま
す

（
案
内
は
別
途
行
い
ま
す
）
。
本
の
刊
行
や
こ
の
イ
ベ

ン
ト
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
津
山
城
の
魅
力
の
再
発

見
・
再
認
識
に
つ
な
が
れ
ば
幸
い
で
す
。

上

~、
「

息’

津山城解説書の刊行
丑
]

bＳ

Ｉ
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〆 、

防火防火査察沓 察
壁 』

昭
和
型
年
（
１
９
４
９
）
の
法
隆
寺
金
堂
火
災
を
契
機
と

し
て
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
に
定
め
ら
れ
た
１
月
塑
日
の
前

後
に
は
、
各
地
の
文
化
財
所
在
地
で
防
火
訓
練
を
は
じ
め
と

す
る
防
火
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
当
館
で
は
、
１
月
型
日

に
防
火
査
察
が
あ
り
、
館
内
の
消
防
設
備
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受

け
ま
し
た
。
収
蔵
し
て
い
る
文
化
財
を
確
実
に
後
世
に
伝
え

る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
防
火
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

』

平
成
訓
年
氾
月

か
ら
本
放
送
を
開

始
し
て
津
山
市
民

に
好
評
の
「
エ
フ

エ
ム
つ
や
ま
」
に
は
、

定
期
的
に
当
館
の

学
芸
員
が
交
代
で

出
向
き
、
津
山
の

歴
史
に
関
す
る
話

題
を
提
供
し
て
い

ノ

、

の出演

ま
す
。
当
館
か
ら
の
出
演
は
平
成
翠
年
４
月
か
ら
で
、
最

近
で
は
毎
週
土
曜
の
朝
９
時
台
に
放
送
し
て
い
る
「
好
き
で

す
１
つ
や
ま
！
河
畔
虹
に
、
６
週
ご
と
に
出
演
し
て
い
ま

す
。
そ
の
時
々
の
博
物
館
の
近
況
を
交
え
、
毎
回
テ
ー
マ

を
決
め
て
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
村
田
勇
さ
ん
と
の
対
談
形

式
で
進
行
し
ま
す
。
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
、
ぜ
ひ
聴
い
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田
外
白
鷺
は
旧
久
米
町
で
生
ま
れ
、
津

山
高
等
女
学
校
に
教
師
と
し
て
勤
務
し
、

昭
和
弘
年
（
１
９
５
９
）
に
勉
才
で
亡
く
な
っ

た
人
物
で
す
。

写
真
の
資
料
は
、
田
外
白
鷺
が
四
国
一

周
旅
行
の
様
子
を
描
い
た
長
さ
約
１
ｍ
加
皿

の
巻
物
の
一
部
で
す
。
こ
の
巻
物
を
開
き

な
が
ら
、
白
鷺
と
彼
が
「
若
殿
様
」
と
呼

ん
で
い
る
友
人
と
の
旅
程
を
た
ど
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。

大
正
４
年
（
１
９
１
５
）
、
「
炎
暑
黒
金

を
も
溶
か
さ
ん
と
す
る
真
只
巾
」
の
８
月

４
日
、
「
弥
次
郎
兵
術
に
も
似
た
る
白
鷺
」

と
「
北
八
に
は
似
も
や
ら
ぬ
（
中
略
）
若

殿
様
」
は
自
転
車
で
津
山
を
出
発
、
四
国

一
周
の
旅
に
出
ま
し
た
。
連
絡
船
児
島
丸

に
乗
船
し
、
翌
日
に
は
丸
亀
で
洪
水
に
遭

遇
し
ま
す
。
途
中
汽
車
に
便
乗
し
て
立
川

銅
山
を
見
学
．
７
日
は
道
後
に
宿
泊
、
「
恋

発
し
て
霊
の
湯
に
入
」
り
、
ｎ
日
に
は
大

歩
危
小
歩
危
を
無
事
通
過
。
ｎ
日
、
「
船

鳴
門
の
口
を
過
ぐ
、
浪
激
し
く
し
て
船
は

木
の
葉
の
如
く
ゆ
り
上
げ
ゆ
り
下
げ
ら
れ
」

る
も
、
旭
日
に
は
、
鳴
門
で
自
宅
宛
に
出

し
た
手
紙
よ
り
早
く
、
自
宅
に
帰
り
つ
き

ま
し
た
。

今
回
ご
紹
介
し
た
こ
の
巻
物
の
他
に
、
東

京
へ
行
っ
た
と
き
の
様
子
を
描
い
た
東
京
編

も
あ
り
、
い
ず
れ
も
絵
入
り
で
旅
の
様
子

を
記
録
し
た
、
た
い
へ
ん
興
味
深
い
資
料

で
す
。 田

外
白
鷺
の
四
国
一
周
旅
行
記
東

②８月６日立川銅山見学

①７月３１日四国一周作戦計画

-－－－－ーーー一再

一
⑥
》
一
’
、
舟
‐
陽
一
恥
・
嫁
一
沙

玉
五
一
語
学
ご
弓
一
一
Ｃ
一

一
．
名
国

且
＄
Ｉ

聾
膏
一
恵
．
、
蚤
迅
ｎ
Ｆ
っ
乱
』

』
い
ン
談
一
室
《
二

ｔ

■
』

唖腫

④８月１１日西瓜を食べる、揺れる船内

蕊

『霞

虹

馨
輩
篭
呉

娠
卿
ぞ
〃
湾
）
ｆ
・
筆
一
一
Ｊ
ぜ
毒
・
Ｚ
ｎ
一
忠
切
辛
為
匙

茎
●
海
匙
協
が
Ｌ
、
…
・
瑞
虚
左
一
・
縦
～
牢
う
で
一
Ｆ
．
．

Ｊ

・
弓
篭
乞
萄
起
Ｌ
愛
警
宣
篭
恥
イ
ヌ
一
堂
ご
噌
餐

一
》
密
こ
う
一
昂
沌
八
３
靖
信
議
一
露
く
そ
轡
一
（

蕊
鋤
享
い
『
・
乙

倹
頁
号
ほ
琴
迅
ｚ
包
害
《
・
躍
迄
・
乞
箭
唾
磨
篭
鴛
鈴
や

Ｐ
ｍ
．

＝

穴
八
竜
吟
ま
呈
今
誤
電
面

也
払
塁
一
喝
｝

や
淀
、
芝
庁

『
》
評 誹ｆ

…
羊
）、

〒

Ｌ
令

跨

笈騨

一
一
一
率
、
孔
皐
や
毒
一
カ

瓦
軍
参
Ｚ
ユ
手
照
１

・
延
季
を
鴬
室
』

式
、
や
▼
き
り
頑
や
』
Ｚ
皇
室

〆

培う

三

重
』
】

三
《
幸
《期

③８月７日霊の湯
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且

＝

皇
雲
走
淫

三
大
筆
雲
全
言
延
々
》
》置囲

日
ロ

/〃

会
場
の
様
子

ﾑ醒麺 畠ｕ皇

ｇＺ久信生

本
稿
で
は
、
写
真
①
か
ら
⑤
ま
で
の
５

枚
の
写
真
を
基
に
、
会
場
の
様
子
を
順
路

に
沿
っ
て
見
て
い
き
ま
す
。
ま
ず
、
写
真

①
は
正
而
入
川
に
作
ら
れ
た
門
で
す
。
こ

の
門
を
く
ぐ
っ
た
通
路
に
は
広
告
塔
が
立

ち
並
び
、
そ
の
道
を
進
み
、
突
き
当
り
を

左
に
曲
が
る
と
第
一
会
場
の
入
口
に
な
り

ま
す
。
そ
し
て
、
第
一
会
場
を
進
む
と
、

中
国
風
の
建
物
で
あ
る
写
真
②
の
台
湾
館

が
見
え
て
き
ま
す
。
次
に
、
そ
の
先
の
突

き
当
り
に
あ
る
こ
の
博
覧
会
の
題
名
に
も

な
っ
て
い
る
「
産
業
」
に
つ
い
て
展
示
し
て

い
る
産
業
本
館
一
帯
を
見
学
し
ま
す
。
写

梶
村
明
農

津
線
（
現
Ｊ
Ｒ
姫
新
線
津
山
～
姫
路
間
）

の
全
通
を
契
機
に
津
山
の
飛
躍
を
期
す
る

目
的
で
、
昭
和
ｎ
年
３
月
妬
日
か
ら
５
月

５
日
の
期
間
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
は
鶴
山
公
園
一
帯
で
し
た
が
、
メ

イ
ン
の
会
場
は
津
山
城
跡
三
の
丸
か
ら
現

在
の
津
山
文
化
セ
ン
タ
ー
手
前
の
桜
の
馬

場
で
し
た
。
こ
の
メ
イ
ン
会
場
を
二
つ
に
分

割
し
西
側
（
会
場
配
置
図
の
ピ
ン
ク
の
部

分
）
を
「
第
一
会
場
」
、
東
側
（
会
場
配
綬

図
の
青
色
の
部
分
）
を
「
第
二
会
場
」
と

し
て
い
ま
し
た
。

会場配置図(『津山市主催姫津線全通記念産業振興大博覧会並二協賛会誌』より）

、Ｉ空

ＦＵ，

零錘紫雲

写真①

こ
の
博
覧
会
は
名
称
を
「
姫
津
線
全
通

記
念
産
業
振
興
大
博
覧
会
」
と
い
い
、
姫

博
覧
会
の
概
要

津
山
城
は
明
治
維
新
後
の
廃
城
令
に
よ

り
建
物
は
取
り
壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
保
存
運
動
に
よ
り
城

跡
は
「
鶴
山
公
園
」
と
し
て
整
備
さ
れ
、
ま
た
、

福
井
純
一
氏
な
ど
の
尽
力
に
よ
り
、
桜
の

名
所
と
し
て
も
有
名
に
な
り
、
津
山
の
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
で
も
桜
の
季
節
に
は
「
津
山
さ
く

ら
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
ま
た
、
そ
の
他

に
も
数
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
過
去
に
は
、
津
山
で

３
回
行
わ
れ
た
博
覧
会
の
会
場
に
も
な
っ
て

い
ま
し
た
。
巾
で
も
昭
和
ｎ
年
（
１
９
３
６
）

に
行
わ
れ
た
も
の
で
は
、
元
々
の
形
と
は
全

く
違
う
と
は
い
え
目
玉
と
し
て
天
守
閣
が

再
建
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
天
守
閣
の
写
真

な
ど
が
様
々
な
機
会
な
ど
で
紹
介
さ
れ
て

お
り
、
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

博
覧
会
の
様
子
を
知
る
方
は
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
当
時
の
古
写
真
や

記
録
を
基
に
、
再
建
天
守
閣
以
外
の
博
覧

会
の
様
子
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

津
山
城
跡
で
行
わ
れ
た
博
覧
会

は
じ
め
に
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写真⑤

真
③
は
こ
の
区
画
を
写
し
た
も
の
で
農
林

機
械
館
の
建
物
が
見
え
ま
す
。

三
の
丸
に
登
る
と
「
電
気
館
」
、
「
お
化

け
館
」
、
「
満
州
館
」
な
ど
を
見
て
第
一
会

場
を
後
に
し
、
次
の
第
二
会
場
に
入
り
ま
す
。

す
る
と
昔
話
に
で
て
く
る
竜
宮
城
の
よ
う

な
建
物
の
写
真
④
の
海
女
実
演
館
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
先
に
は
写
真
⑤
に
写
っ
て
い

る
国
防
館
と
朝
鮮
館
が
あ
り
ま
し
た
。
鶴

山
館
は
明
治
師
年
に
こ
の
国
防
館
が
あ
る

場
所
に
移
築
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
建
物
は
鶴
山
館
に
戦
車
の
形
の
飾
り

付
け
な
ど
を
し
て
利
用
し
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

こ
う
し
て
メ
イ
ン
会
場
の
第
一
・
第
二

会
場
を
見
終
わ
る
と
博
覧
会
の
展
示
館
は

終
了
し
、
そ
の
後
は
二
の
丸
、
本
丸
な
ど

の
公
園
内
を
散
策
し
、
協
賛
会
が
建
築
し

た
天
守
閣
の
郷
土
館
を
見
学
す
る
と
い
う

も
の
が
主
な
順
路
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

※
写
真
①
～
⑤
は
江
見
写
真
館
蔵

写真④ 写真②

こ
の
博
覧
会
の
前
、
大
正
６
年
（
１
９
１
７
）

に
津
山
で
行
わ
れ
た
博
覧
会
は
「
津
山
産

業
博
覧
会
」
と
い
う
名
称
で
、
同
じ
く
産

業
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
で
し
た
。

し
か
し
、
大
正
の
博
覧
会
で
は
、
産
業

品
を
展
示
す
る
展
示
館
が
４
館
と
余
興
館
、

日
光
模
型
館
な
ど
と
、
国
威
発
揚
を
促
す

展
示
館
は
見
て
と
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
か
ら

四
年
後
に
行
わ
れ
た
昭
和
ｎ
年
の
博
覧
会

で
は
、
そ
の
内
容
を
見
て
み
て
も
、
時
代

が
確
実
に
戦
争
へ
と
向
か
っ
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
わ
れ
ま
す
。

７

お
わ
り
に

世
相
を
反
映
し
た
展
示
館

こ
の
博
覧
会
が
行
わ
れ
た
昭
和
ｎ
年
は

日
中
戦
争
が
始
ま
る
前
年
に
当
た
り
、
当

時
の
世
相
を
反
映
し
た
展
示
館
が
作
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
当
時
植
民
地
で
あ
っ
た
台

湾
館
と
朝
鮮
館
、
実
質
的
に
日
本
の
影
響

下
に
あ
っ
た
満
州
国
に
つ
い
て
の
満
州
館
、

そ
し
て
軍
事
に
つ
い
て
展
示
を
し
て
い
る

国
防
館
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
の
展
示
館
の
誘
致
活
動
は
大
変

熱
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
台
湾
館
、
朝
鮮
館
、

満
州
館
な
ど
に
つ
い
て
は
、
直
接
、
ま
た

は
あ
ら
ゆ
る
つ
て
を
使
っ
て
各
総
督
府
な

ど
に
陳
情
を
行
い
、
誘
致
が
決
定
す
る
と

「
事
務
局
は
凱
歌
を
揚
げ
た
」
と
い
う
喜
び

よ
う
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
博
覧
会
の

記
念
誌
で
あ
る
『
津
山
市
主
催
姫
津
線
全

通
記
念
産
業
振
興
大
博
覧
会
並
二
協
賛
会

誌
』
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
記
述
か
ら
、
こ
れ
ら
の
展
示
館
は

国
か
ら
政
策
と
し
て
押
し
つ
け
ら
れ
た
の

で
は
な
く
、
開
催
者
側
が
自
ら
必
死
に
誘

致
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の

時
代
、
こ
の
よ
う
な
国
威
発
揚
を
促
す
展

示
館
は
、
一
般
市
民
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
、

集
客
が
見
込
め
る
も
の
に
な
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。

姫
津
線
の
も
う
一
つ
の
終
点
で
あ
る
姫

路
で
同
時
期
に
行
わ
れ
た
博
覧
会
が
「
国

防
と
資
源
博
覧
会
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
見

て
も
、
当
時
の
博
覧
会
な
ど
の
催
し
物
で

は
一
般
的
な
傾
向
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。



うふだきへし、

浮田佐平(1867～1939)は製糸業･植林･製材・

観光開発など、多彩な事業をなした実業家でした。

50歳を過ぎた佐平は、郷土の名産品を増やすため、

各地から陶工を呼び寄せて大規模な窯を築き、最高

の焼き物づくりに挑戦しました。これが、佐平焼と呼

ばれる焼き物です。難しい結晶紬にこだわって制作

された佐平焼は、美しく光る細かな模様が特徴です。

本展では、知られざる佐平焼の魅力をご紹介します。

お知らせ津博２０１５．４Ｎｏ．8４

教育普及活動

８

蚕伊

今博物館だより「津博」の刊行

No.84／4月No.85／７月

Ｎｏ．86／1０月Ｎｏ．87／来年1月

入館のご案内
[開館時間］午前９:００～午後５:００

[休館日］毎週月曜日･祝日の翌日

年末年始(１２月２９日～１月３日)･その他

[入館料］一般…200円(30人以上の団体の場合160円）

高校･大学生…１５０円(30人以上の団体の場合120円）

雷雲雲霧：

出版特別展示

市

F提示された方・
入館料が無料です。

中学生以下・障害者手帳を
内在住の65才以上の方は、』 』

さへいやさ

●特別展「佐平焼(仮)」

会期／１０月3日固～１１月8日(日Ｉ

●特別展図録「佐平焼(仮)」の刊行

◆｢江戸一目図を歩く｣・一目図ｸﾘｱﾌｧｲﾙの増刷

●平成26年度年報の刊行

鎚瀞蝋星磯。

広報活動ｋ

’

◆｢江戸一目図解風」の実物公開

春季／４月4日㈹～５月6日㈹㈹

秋季／貸出のため、

当館での公開はありません

◆古文書講座「津山藩松平家文書を読む」

５月21日附・６月１８日的．７月１６日㈱

９月１７日的．１０月１５日㈱．１１月１９日的

１月21日㈱．２月１８日嗣・３月１７日㈱
全9回（８月と12月を除く）

●夏休み子供歴史教室

「陶棺をつくろう」

７月29日㈱．８月１８日㈹全２回

「カルメ焼きをつくろう」

７月28日脚

「勾玉をつくろう」

８月１１日脚。１２日㈱

「トンボ玉をつくろう」

８月4日㈹・５日㈱

●文化財めぐり（友の会）

５月9日㈹「津山城を歩いてみよう」

１０月１７日出・３月１９日㈹

繍摺
[編集･発行］津山郷士博物館

〒７０８－００２２岡山県津山市山下９２

Tel（0868)22-4567Ｆａｘ（0868)23-9874

E-mailtsu-haku＠tvt,nejp

[印刷］有限会社弘文社

鎧は、津山松平藩の槍印で剣大といい、現在津山市の市章となっています．
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